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1．問題意識

　本報告の対象となる群馬県太田市 ・大泉町 （以

下、太田 ・大泉地区）は、日系ブラジル人をはじ

め とする外国人労働者が集住する地域として既に

よく知られて い る 。

　先年 、 我々は 、 外国人の うちの大多数を占める

日系ブラ ジル人に焦点を当て、当該地区の多民族

化 ・多文化化 した日本の学校が地域社会において

い かなる意味をもつ の かとい う視点から検討をお

こ な っ た（「日系ブラジル人の定住化と学校教育の

機能 一群馬県大泉町を事例と して
一

」 小内透臨

第 52 回大会 、
2000 年）。 そ の結果、学校はブラ

ジル 人と日本人の接触 ・交流の機会を保障 し、セ

グリゲート化が進む地域社会におい て 「共生」 を

実現させ る橋頭堡としての可能性をもつ との結論

が得られた。

　本報告は上記の研究に連なるものである 。 今回

は、対象を、 近年開設された太田 ・大泉地区 の ブ

ラジル人学校に移し、ブラ ジル 人学校が地域社会

にお い てい かなる意味をもつ の かを検討する 。 今

津らは、東海地域のブラジル人学校につ い て、ブ

ラジル人学校は 「開かれた場」 として 日本の学校

や地域社会との積極的な関わ りを望んで い るにも

かかわらず、む しろ、 日本の学校の 方が 「閉 じた

シス テム 」 と して ブラジル 人 に日本の学校文化を

強い て い る現実を指摘し た（「ブラジル人学校 と日

本の 学校
一
東海地域の新来外国人学校調査 より

一
」今津孝次郎他 、 第 53回大会 、 2001 年）。 太

田 ・大泉地区の ブラジル人学椥課 たして 「開か

れた場」 とい えるのだろうか 。 これに つ い て知る

ため に は、ブラジル 人学校を構成する日系ブラジ

ル人の親、子および教師の 三者に つ い て 、 彼らの

教育へ の取 り組み、日常生活における日本人との

交流、将来設計などを個々に検討する こ とが必要

となる。 なぜなら、それぞれの 立場に応 じて 、 意

識や行動を規定する論理は異なると考え られ るか

らで ある。 こ の場合、彼 らは 「帰国か定住化か」

とい う流動的な問題を抱えながら教育と向き合わ

ざるをえない状況にあ り、 その こ とが、彼らにと

っ て の ブラジル人学校の意味づ けを複雑なもの に

して い るこ とに十分留意しなければならない 。 こ

の点をふまえ 、 三者の分析の なかか ら浮かび上が

っ た 「親の論理」
「子の論理 1 「教師の論理」 のず

れや矛盾を正確に把握するとこ ろか ら、上記に掲

げた課題を明らかに してい きたい 。

2 ．太田
・大泉地区におけるブラジル人学校

　ブラジル人学校の展開過程を
一
言で い うならば、

それは 「補助的」 な教育機関から 「独立 した」 教

育機関へ の移行とい うこ とがで きるだろう。
つ ま

り、
「日本の 学校で の 教育を主な柱 としなが ら放

課後にポル トガル語やブラジル 文化に触れる機会

を提供する私塾」か ら、「ブラジル の教育制度に則

っ て、自前で 全ての教育を引き受ける学校」 へ の

転換がみ られるのである 。 これまで 当該地区の公

立学校はポル トガル語ので きる日本語指導助手を

配置する等の 対応をして きたが、それは日本語で

日本の 教育課程を修めるこ とを目的としたもの で

あるため 、 ポル トガル語忘失や日本語環境へ の不

適応とい う問題を生 じさせて きた。 従 っ て 、 ブラ

ジル人学校には、日本の学校の立場か らい えば、

学校や教師の手にあまる外国人の子 どもの受け皿

として の意味が、そして 、 ブラジル人社会の 立場

か らい えば、ブラジル 人 として の子どもに相応 し

い場所を与えるとい う救済策としての意味が付与

されて きた 。

　本報告で は 、

「独立 した」教育機関であるブ ラ ジ

ル人学校 3校を取 り上げる 。 A 校の 前身はポル ト

ガル語教室で あるが、2001年よりブラジル人の生

涯学習支援を行う NPO 法人が運営主体となっ て

い る 。 5−15歳の約 60 人が通学するが、現段階で

は ブラジル教育省の認可は受けて い な い 。 また、

日本の学校に通い ながら放課後の み参加で きるポ

ル トガル語教室も維持して お り、
「補助的な」部門

も併設して い る。B 校は、1999年ブラジルの大手

私立学校の 日本校の ひとつ として 開設されたもの

で、2000 年ブラジル教育省の 認可を受けて い る 。

3・18 歳の 約 200 人がこ こで 学ぶ 。 C校は、1998

年に開校し、2001 年にブラジル教育省の 認可を受

け、5−15歳の約 210 人が学んでい る。 こ の 3校は

い ずれも、ブラジルのカリキュ ラムに則 っ て い る

が、日本語 ・日本文化も教えるなど、ブラジルの

学校とは異なっ た側面も持っ て い る 。 また、 日本

の学校との交流 も見られたが 、 現在はブラジル 人
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学校同士 の交流の方が顕著である。

　以下におい ては、2001 年 9 月、上記 3校に通

学する子どもと親、 およびその学校の教師を対象

として実施した調査の結果をもとに 、 先に述べ た

課題を検討する 。

　調査概要は次の 通りである 。 まず、親につ い て

は、3校の全学年の両親計 470人に調査票を配布

し （留め置き法）、有効回収率は 56、6％ （266 人）
で あっ た。 子に つ い ては、 3学校の全生徒計 274

人を対象に面接調査と配布調査 （留め置き法）を

行い 、 有効回収率は 63．5％ （174 人）で あっ た。

また、 教師につ い ては、 3校の教師計 32 人に調

査票を配布し （留め置き法）、有効回収率は 40，6％
（13人）であっ た 。

3 ．ブラ ジル人学校選択にみ られる親の教育戦略

（1）ブラ ジ ル人学校選択の経緯

　 現在ブ ラ ジル 人学校に在籍する児童 ・生徒の う

ち、来日後最初か らブラジル人学校に通 っ て い る

のは 5割強であ り1 日本の学校からの転入学がお

よそ 4割である 。 日本の学校か らブラジル人学校

に移るまで
一

時的に不登校 ・不就学であ っ たケー

スおよび無回答が残 り1割を占める 。 つ まり、約

9割の児童 ・生徒は 、
こ れ まで 日本の 学校か ブラ

ジ ル人学校の い ずれかには通っ て い た とい うこ と

になる 。 ブラジル人学校選択に際しては 「親の意

志」 が強 く働い て い る （親の 8割がその ように回

答）。親がブラジル 人学校を選択 した主な理由の 1

番目は、ブラジル で進学するの に役立っ こ と、 2

番目はポル トガ ル語で勉強で きる こ と、 3番 目は

ポル トガル 語の勉強ができる こ とである 。 なかで

も、
ブ ラ ジル進学におけるメ リヅ トをあげる親が

圧倒的に多く、 2位以下の 4倍を超える 。 8割以

上の親は子どもに大学以上の高学歴を獲得させ、

医師、歯科医師、弁護士、技術者などの高度専門

職に就かせたい と願い 、そ の ために学習言語と し

て の ポル トガル 語の 習得と域績向上 を望むの で あ

る 。 その背景には、 外国でブル ーカラーとして低

賃金で働 く親 自身の苦悩がある 。 親の 最終学歴を

み ると、中卒 と高卒が大部分を占め、大学卒以上

は 2割にも満たない 。 い ずれ ブラジルに帰国した

い との希望をもっ て い るこ とから、ブラジルの大

学進学に目標を定め る に至 り、 その ために、 本国

の教育基準に則 っ て ポ ル トガ ル語授業がなされる

ブラジル人学校を選ぷことに したと考えられ る。

（2）高等教育へ の接続期待

　根本的問題として 、 日本の高校進学 ・日本の大

学進学を希望 して も受験資格がな い等の事態が現

実として起こ りうるが、親の 関心は専らブラジル

進学にあるため、そうした問題には無 自覚で ある

か、事実上の棚上げ状態にな っ て い る と思われる 。

肝心の ブラジル進学につ い ては概して楽観的であ

り、 ブラジル人学校での教育に対する満足度を問

うと、「ポル トガル語を身につ けられ る」
「ポル ト

ガル語で学ぶので授業が理解しやすい 」
「ブラジ

ル 文化を身につ け られ る」
「ブラジル で進学する

の に有利」 の 4 点に つ い ては 9割以上が満足 して

い るとの結果であっ た。 もちろん、 具体的に問う

と、 授業の進行状況、教師の質、教師 と親の連携

等へ の要望や不安 ・不満を表明する者もおり、必

ずしも満足すべ き教育環境が整 っ て い るとはい い

がた い 。 現実には、ポル トガル 語授業を受けて さ

えい ればブラジル の大学に進学で きる わけで はな

く、親が積極的に子どもの勉学をサポートしても、

学校で の指導が効果的になされていなければ期待

される成果は得 られない 。 しかし、日本の学校と

比べ ての学力低下 へ の懸念をもつ 親は 2割未満し

かお らず、勉学に関 して学校へ の信頼は篤い。

　 こ の ように、ブラジル 人学校におけ る教育に関

する親の現状認識をみると、教育の 質や程度に つ

い ては期待が先行 してい る感がある 。

（3）日本社会 との交流および バ イ リンガル志向

　 日本人との交流が 「不要である」 と明言する親

は 1割に満たない もの の 、
「必要である」と述べ る

者も 4割止 まりで ある。 親 自身は 、 交流が自分の

生活に必須の もの とは考えて い ない と思われる 。

とこ ろが、子どもに とっ て 日本人との 交流が嬉要

かとい う問い に対 しては 6割が必要と答えてお り、
「子どもが望めば」 の 3割弱を加えると 9割近 く

の 親が交流に前向きの態度を示 して い る。 別学を

当然と考える者の比率は低 く（2割）、 学校に対 し

ては 、 日本社会 と触れあえるような機会をもっ と

つ くっ てほしい との要望が表明されている 。 こ こ

で い う日本社会と触れあえるような機会 とは、 活

きた 日本語を学ぶ貴重なチ ャ ンス で もある 。親は、

高学歴 とな らん で言語能力を子どもの将来に役に

立つ もの として非常に重視 してお り、 9割の親が

日本語の授業数増を求めて い る 。 親がそれだけバ

イ リンガル を志向するのは、複数の言語能力があ

れば、将来、有利な条件で就職する こ とが期待で

きるか らである 。

　しか し、現実をみ ると、 親の 思惑とは裏腹に、

子 ども同士の付き合い におい て 日本人との交流は

減りつ つ ある。 また、・学校の授業時間内で充分な

日本語能力を身に付けるこ とは難 しく、 日本 ・ポ

ル トガル語両方が十分に話せる子どもは 2割に満

たない の が現状である 。
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  ア ン カーとして の ブラジル人学校

　親がブラジル人学校を選択するのは、彼 らが意

図するせ ざるに関わ りな く日本に定住化 しっ っ あ

る現実に 因るとこ ろが大きい 。 つ まり、この 選択

が結果として 「親の 里心 ・望郷心 ・愛郷心を満た

す」 こ とにっ なが っ て い る とい うこ とである。 滞

日が長期化するなかで 、 日系ブラジル人の親の多

くはお金が貯まっ たら、あるい は、母国の経済状

況や治安が改善された ら帰国 したい との希望を抱

い て い る 。 しか し、予定は たたず、 時として帰国

断念をも意識せざるをえない 。 そうした不安定な

経済的 ・心理的状況におい て、子 どもの ブラジル

進学とい う目標は、親自身を故国につ なきとめる

「アンカ
ー

」 の ような意味合いをもつ と考えられ

る 。子どもが大学進学する時期は、親に とっ ては、

まさに帰国時期の デ ヅ ドライ ン と して の 象徴的な

意味をもっ て い るの で はな い だろうか 。 そ の意味

におい て、ブラジル人学校は 、 親の関心を、 子ど

ものおかれ た現実からそ らせ て しまうとい う側面

をもっ てい るということがで きる 。

（5）ブラジル人の親にみ るセ グ リゲー ト化の促進

　ブラジル人学校は、子 どもの将来の社会的安

定 ・経済的向上を願 う親の高学歴志向 とバ イ リン

ガル志向を支え、実現させ る過程となっ て い る。

そ して、こ の ブラ ジル人学校は、親に とっ て 自ら

をブラ ジル に つ なぎとめる 「ア ンカー
」 として の

象徴的 ・観念的な意味をもっ て い た 。 これ らの こ

とを踏まえて ブ ラ ジル人の 親の教育戦略をみる と、

ブラジル人学校は地域社会のセグリゲー
ト化を促

進させる こ とにつ ながる可能性をもつ とい えよう。

つ まり、親は自覚的にセグ リゲート化を望んで い

るわけではない が、彼 らの考え方や行動様式をみ

れぱ 、 セグ リゲート化の方向に進ん で い る とい わ

ざるをえない 。 しか し、そのセ グリゲー ト化は大

きな問題を抱えてい る 。 日本へ の定住化が絶えず

進行 しているなかで、ホス ト社会 との隔絶は、教

育制度の断絶を介 して、子 どもの将来に深刻な影

響をもたらす こ とが予想され るか らである 。

4 ．ブラジル人学校生徒の生活と意識

　前節で は、ブラジル 人の親たちは、自らをブラ

ジル にっ なき止める 「ア ンカー
」 として、子 ども

たちをブラジル人学校へ 通わせて お り、 そ の結果

として、セグリゲー ト化もまた引き起こ されて い

る とい うこ とが明 らかにな っ た。

　 しか し、ブラジル人学校に通 っ て い る生徒たち

は、全員が同 じ様な傾向を有 して い るとい うわけ

で はない 。 各生徒たちは、 それぞれ違 っ た生活を

送 っ てお り、 その意識は異なっ ている 。 本節では、

生徒が日本の 生活 ・文化に どれだけ順応して い る

かを示す指標として、生徒の 日本語能力 ・日本人

の友だちの有無に着目 して、生徒の生活と意識を

明らかにする。 具体的には 、 日本語能力があ り、

日本人の友だちが い る生徒をA タイプ、 日本語能

力はあるが、日本人の友だちがいない 生徒をB タ

イプ 、 日本語能力がな く、日本人の友だちもいな

い生徒を C タイプとし、 生徒の類型化を行っ た。

ア ンケ
ー

トに回答した対象者 174人を以上のよう

に分類 した とこ ろ、A タイプの生徒が 37 人、　B

タイプの生徒が 82人、C タイプの生徒が 55人抽

出された。

（1）ブラジル人学校生徒の放課後 ・家庭での生活

　 生徒たちは、放課後、および家庭で どの ような

生活を送っ て い るの だろうか。 ア ンケー トの 結果

を見ると、ブラジル 人学校生徒の 多くは、放課後、

友だちと遊ぷこ とが難しい 状況にあるとい うこ と

がわかる 。 生徒の 多 くはス クール バ ス で通学 して

お り、中には、埼玉県から学校に通 っ て い る生徒

も存在する 。 実際、生徒の約 6割が放課後す ぐに

帰宅すると答えて おり、 学校外に遊び に行くとい

う回答をした生徒は 、 3．7％ に過ぎなか っ た。ア ン

ケー トの 自由回答欄で は、通学時間の 長さが負担

に なっ て い るとい う書き込み もい くつ か見 られた。

　上記の結果をみる と、 ブラジル 人学校生徒の 生

活は、学校と家庭の 中だけで完結 して い るとい う

傾向が読みとれる 。 しかし、 ブラジル 人学校生徒

の全員が 「閉 じた環境」 の 中で 生活 して い るわけ

ではない 。

　例えば、放課後に遊ぶ友だちの数は、各類型ご

とに異なっ て い る 。 A タイプでは 、 10人以上い る

と答えた生徒が約 4 分の 1い るの に対 して、B タ

イプで は 10人以上 と答えた生徒は、1割に満たな

い状況であ り、さらに Cタイプで は、友人の数が

10人以上い ると答えた生徒は 1人もい な い 。 また 、

地域の 子 ども会へ の加入状況で は 、 A タイプの 生

徒の約 4 分の 1が子 ども会に入っ て い るの に対 し

て、 B タイプの生徒では 2，4％ に とどまっ てお り、

Cタイプ で は子ども会 に入 っ て い る生徒はい ない 。

　こ の ように 、 ブラジル人学校は全般的に見れば

「閉 じた環境」 であると言えるが、ブラジル人学

校の生徒の 中でも、特に A タイプの生徒は、活発

な交友関係を学校外でも持っ てい る と言えるだろ

う。

  ブラジル人学校生徒の 意識

　ブラ ジル人学校に対する評価は総 じて高く、 生

徒たちはブラジル人学校での生活に満足 して い る

と言える。 約 7割の生徒が、こ の ままブラジル人
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学校へ 継続して通 い た い と答えて お り、日本の学

校へ 移 りたい と考えて い る生徒は 、 約 1 割腥度 し

かいない 。

　ブラジル人学校に入学 した理由で は、「ブラジ

ルでの 進学に有利 」 とい う回答を約 6割の生徒が

選択してお り、生徒たちは具体的な目標を持っ て 、

ブラジル人学校に通 っ て い るとい う傾向がうかが

える。

一
方 、

「親が決めたか ら」 とい う回答を選択

した生徒の割合は、 46，5％で あ っ た。 こ れは 同内

容の質問に対する親の 回答結果よりも遥かに低い

数字である 。 生徒たちは、親の期待を受け止め、

ブラジル で進学、就職をするとい う具体的な目標

を持ち、 自分な りに納得 して ブラ ジル人学校に通

っ て い ると言える。 ちなみに 、 日本の学校に 通 っ

て い た子 どもも同じ理由で転校するこ とが多く、

い じめや同化圧力を理由に日本の学校を辞め るこ

とは少ない 。

　とはい え、ブ ラジル人学校で の生活をどの よう

に感 じて い るかは、各類型によ っ て異な っ て い る。

A タイプの生徒は、B タイプ、　 Cタイプの 生徒に

くらべ て 、 学校での授業に積極的な楽 しみをあま

り見い だ して い ない 。 学校での楽 しみ をたずねた

質問で 、「好きな授業を受ける こ と」と答えた生徒

は、A タイプ で は約 4割だ っ たのに対して、　 B タ

イプ 、 C タイプ で は約 7割とな っ て い る 。

　一方、学校生活に悩み を感 じて い るの は、 Cタ

イプ、B タイプ の方である 。 特に 、
　 B タイプの 生

徒は約 6 割が、 脳 みがある」 と回答 してお り、

他の タイプの生徒よ りもその割合は高くな？て い

る。 悩みの 内容を見ると、「成績」を挙げてい るの

は、A タイプの 生徒では、悩みがあると答えた者

の うち約 4割だ っ たの に対 して 、B タイプ、
　 Cタ

イプではともに 7 割以上に 上 っ て い る 。 その うち

B タイプは 、

「成績」の他に、「授業」や 「友だち」

に関 して も悩み を感じる生徒の割合が相対的に高

くな っ て い る 。 つ ま り、 B タイ プは授業を楽 しみ

としなが らも、成績や友だちに関 して悩み を抱え

るとい う点で特徴的である 。

（3）ブラジル人学校生徒の将来志向

　ブラジル 人学校生徒の多くは 、 ブラジルでの進

学 ・就職を希望 して い る。 約 6 割の生徒がブラジ

ル で の進学を希望 してお り、日本での 進学を希望

する生徒は 1割に満たない 。 また 7割以上の生徒

が、将来ブラ ジル に居住する こ とを希望 して い る。

ブラジル人学校に通 うとい う選択を行い、そ の こ

とを肯定的に生徒たちは捉えて い る以上、生徒た

ちの こ うい っ た斗腺 志向は当然であるとも言える 。

こうした結果を見ると、ブラジル人学校は 、 生徒

の 日本での生活にかかわらず、ブラジル へ の志向

性を強化する役割を果た して い る と言えるだろう。

そ の意味で は、ブラジル 人学校は、生徒の意識の

レベ ル において も、セ グリゲート化の進展に寄与

して い る。

　 しか し、生徒たちの こ うした将来志向は、現実

の生活との 整合陸を持ち得るのだろうか 。 日本で

の 生活、文化にある程度順応 して い ると考えられ

るA タイプ の生徒で も、 過半数が将来ブラジル に

居住 したい と答えて い る 。 だが 、 ブラジル の学校

に進学したい と答えて い る者は 4 割程度で、親の

期待 との間に齟齬を生 じて い る 。

　また 、 B タイプの生徒は、　 A タイ プ よりもブ ラ

ジル へ の志向性が強い が、ポル トガル 語能力が十

分でない ため、学校の授業や、 友だ ちとの関係で

困難を感 じている生徒の割合が高い 。 完全にブラ

ジルへ 帰国することを前提に し、ポル トガル語を

駆使で きるC タイプ の生徒に しても、ブラジルへ

帰国で きるとい う保障は全 くなく、日本で の 滞在

期間が長引 く可能陛が高い 。

　ブ ラジル人学校は、日本社会の 中で 様々な制度

的矛盾を抱えて い るが 、 そ うした矛盾は、ブラ ジ

ル 人学校生徒の 生活 と意識の間に生 じる矛盾とい

う形で 、 顕在化 して きて い るとも言えるだろう。

5 ．ブラジル人学校教師の生活と教育意識

（1）ブラジル人学校教師までの歩み

　それでは最後に、実際に子どもたちを教育して

い るブラジル人学校教師の生活と教育意識につ い

て 見て みた い 。

　太田 ・大泉地区の ブラジル 人学校教師は 、 女陛

が多い のが特徴である 。 年齲 ま、20〜50 歳代まで

に幅広 く分布している 。 全員が専門学校卒以上の

学歴を有し、 ほ とん どが大卒以上である。 また、

全 て の者が本国の教員免許を持っ てお り、大半が

本国で教員を経験 して い る 。

　そ の ような中で 、 教師たちは 日本へ と出稼ぎの

ためにや っ て きた。 日本で は他のブラジル人 と同

様に 、 電機製品や自動車などの生産とい っ た単純

労働に従事して きた。 そ の 中で、ブ ラジル 人学校

の 開設を知り、教師となっ たのである 。 多 くの教

師は 「教育に携わ りたか っ た」 か ら教師になっ た

と答えており、本国で も従事 して い た教職に 自ら

望んで就い てい る様子が看取で きる。 収入は年齢

によ っ て多少違い があるが、 月に手取 りで 20 万

円前後と決して高 くはなく、 むしろ単純労働の 方

が高い くらい である 。 にも拘らず、仕事内容に満

足 して い る者は非常に多い 。 この ように、教師た

ちは、ブ ラ ジル人学校とい う職場に望んで 入 り、

満足 した教師生活を送 っ て い ると言える。

L
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  教育へ の 自負心 と教育意識

　満足で きる教師生活を送る教師たちは 、 自分た

ちの 提供する教育に つ い て大きな自負を持っ て い

る 。 かれらは 、 ポル トガル語での教育やブラジル

での進学 ・就職に有利である とい う点をブラジル

人学校の 「良い 点」と一様に認めて い るの に対し、

日本語能力の低下や日本で の進学 ・就職の不利、

日本人との関係の希薄化などを 「悪い点」 と認め

る者が少数にとどま っ てい る こ とにその こ とが表

れて い る 。 また、こ の ような教育へ の 自負心は 、

親たちへ の 不満を惹起する こ とにもなる 。
「（親は

もっ と）子どもに専念 してほ しい 」 とい う声を寄

せ るなど、 多くの教師は、 熱心な自分たち教師と

は対照的に、親は子どもの教育を真剣に考えてお

らず、学校にも非協力的だ と感 じて い る。 ブラジ

ル 人学校をよ りよ くして い くためには 、 自分たち

の努力だけでなく、 親の協力が必要だと考えて い

る 。

　そのような教師たちが 目標 とする教育は、あ く

まで ブラジル の教育である。 教師たちは、学校の

方針に合致する形で 、ブラジルで進学 ・就職させ

る こ とを目標に教育を行っ て い る 。 ゆ えに、日本

語の教育が行われて い るとい っ て も、学校に より

差異はあるが週に 1 〜 2 時間とい っ た最邸艮の も

の に止まっ て い るのが現状で ある 。 先に見たよう

に 、 親はバイ リンガル志向もあっ て 日本語教育の

充実を求めて い るが 、 学校や教師たちは、現在の

日本語指導で十分だと考えて い る。

（3）教師たちの 日常生活

　教師たちが日本語の習得をあま り重視せ ず、 専

らブラジル の 教育を重視す るのは、教師たちの 日

常生活を一
つ の背景に して い る 。

　教師たちは、普段日本人 と接する こ とはあまり

ない
。 まず、ブ ラ ジル 人学校とい う職場には日本

人は基本的には存在 しない 。 職場で 日本人 と接触

しなければな らない単純労働に携わる「 般の ブ ラ

ジル人と対照的である 。 また、職場以外で も日本

人 との交流はほとんどな い ようである 。 それは、

教師の多 くが日本語には不 自由であるにも拘 らず、

生活全般 へ の満足度は非常に高い とい うこ とに伺

える。
つ ま り、教師たちは、 日本語能力が必要な

日本人との交流な しに、満足 した日常生活を送っ

て い るの である 。 そ して、その ような生活を可能

にする条件として 、
エ ス ニ ッ ク ・コ ミュ ニ テ ィ の

存在も指摘で きよう。また、日本語を勉強 した い

と答える者は少なくない が 、 実際に日本語教室に

通 っ て い る者はわずか 1人で あり、 逆に日本語教

室には通わない と答える者 もい るなど、 日本語の

学習意欲もそれほど高い とは言えない 。 こ の よう

に、日本語がで きず、 日本人 との交流がな くて も

満足 した日常生活を送 っ て い るために 、 教師たち

は、日本語の習得に特に必要を感 じて いない とい

う こ とが言えるの である。

  教師たちの将来志向

　さ らに、教師たちが 日本語の習得を重視せず、

ブラジル の教育を目標 とする もう
一

つ の理由は、

教師たちが帰国志向を持っ て い るか らで ある。既

に見たように 、 親は非常に強い帰国志向を持っ て

お り、そ の ために子どもをブラジル人学校に通わ

せて い る 。 教師自身も、自分の子どもを本国で進

学させた い と考え、ブラジル 人学校に通わせてい

る 。 この ように親の意識 と共通する部分を持っ て

い るため 、 親の 意向を汲み、い ずれは帰国する子

どもたちなのだからブラジルの教育を与えたい と

の考えに至っ ている と言えよう。

　以上の 理由によ り、 教師たちは日本語の習得を

あまり重視せず 、 専らブラジル の教育を重視 して

い る の である 。 そ して こ こ には、子 どもたちの ホ

ス ト社会との関わ りへ の配慮はほ とんど見出すこ

とがで きない 。

（5）ブラジル人学校に愛着を持つ 教師

　以上見て きたように、多くの 教師たちは、出稼

ぎとい う形で来日 し、単純労働を経験して い た 。

しか し、 ブラジル 人学校教師になる こ とによっ て 、

自分の専門を生か した仕事と、エ ス ニ ック ・コ ミ

ュ ニ テ ィの 中だけで 生活で きる とい う居心地の 良

さの 両方を獲得する こ とができた 。 つ ま り、 ブラ

ジ ル人学校は、 教師たちを単純労働の世界か ら救

い出すとい う役割を担 っ たの で ある 。

　こ うい っ た経緯を踏まえると、 教師たちは、ブ

ラジル人学校に強い 愛着を持っ て い る と言える 。

実際、転職の意志を持つ 者はほ とん どいない 。 こ

のよ うに、ブラジル人学校は、 教師たちの愛着に

支え られ て存続 して い くこ とにもなる と言えよう。

　 しか し、教師たちが感じるブラジル 人学校の居

心地の良さは、 ホ ス ト社会との隔絶を可能にする

とい うことに担保されて い る。 そ して、その よう

な居心地の良さは、教師たちに 、 ホス ト社会との

接触を軽視し、
一
途 にブラジルに向かう教育を行

わ しめる こ とになっ て い る。 そ してそ こでは、子

どもたちの ホス ト社会との関係などは顧慮されて

い ない の である。
こ の ような形で ブラジル 人学校

の教育が継続されるこ とになれば、ブラ ジル人学

校は、「閉 じた場」 として 、今後、ホス ト社会との

セ グリゲー
シ ョ ン を推 し進め る役割を果たすこ と

にな るで あろう。
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6 ，結語

　以上、親 ・子 ・教師の三者に注 目しながら、ブ

ラジル人学校の 姿を見て きた。 こ の 中で明らかに

な っ たこ とをまとめてみたい 。

　 まず、ブラジル人学校へ の通学は、親か ら子 ど

もへ の教育期待の大きさによっ て実現されてい た。

この こ とは、ブラジル で の 進学を目標 とした教育

を熱心 に行うとい う教師の 対応 とも符合して い る

と言える 。 また、自身も子 どもを持つ 身である教

師に とっ て は 、 親の 子どもへ の期待に共感して、

さらに熱 じ、にブラジル で の 進学を目指 した教育を

行っ て い るとも言えよう。

　ただ、一方で は、 親はブラジル人学校に 、 ブラ

ジルの教育と共に 日本語の教育も期待し、子ども

がバ イ リン ガル になるこ とを期待して い る 。 とこ

ろが 、 教師の側は、日本に住んで い る限り日本語

習得の必要性があることは認め つ つ も、現状の 日

本語教育で十分であると考えてお り、親のバ イ リ

ンガ ル志向に応える姿勢は持っ て い ない 。 さらに、

多くの子どもの 生活は 、 長距離通学などの影響も

あっ て家庭と学校の往復の 中で完結してお り、日

本人 との接点はあまり持 っ て い ない 。 そめこ とも

あっ て 、日本語に触れる機会の 少な い子どもたち

は、親の期待とは裏腹に、日本語能力を高める こ

とが難 しい状況に置かれて い る 。

　子 どもの進学先につ い て、多 くの親は、ブラジ

ル を希望 して い る。 これは 、 親の強い 帰国志向と

結びつ い て い る。 その こ とにより、子 どもの ブラ

ジ ルで の 進学、そ して それを実現させるため の ブ

ラジル人学校通学とい うの は、親たちが自身を故

国につ な きとめ る 「ア ンカ
ー

」 としての機能を持

っ て い るの で ある。 しか し、 ブラジル で の進学と

い う目標を共有 しない子どもも存在する。 もちろ

ん、ブラジル で の進学を希望する子どもが多数派

ではあるが、現に、日本の 学校経験を持つ 子ども

たちには、日本で の進学 ・生活を望む意識も看取

され る 。 この ように、帰国の願い を子 どもの学校

選択に託す親 、 その親の願い を内面化し、 ブラジ

ル人学校 へ の通学を肯定的に捉える多数派と親の

願い を共有しない少数派からなる子どもたち、そ

して 自ら望ん で教職に就き、自負を持っ て熱 O、に

教育を行う教師たちとい う、各々 の論理が交差す

る中で、ブラジル人学校は存在 して い るの である。

　だが、こ のように子、その親、そして 教師たち

は各々の論理で ブ ラ ジル人学校に関わ っ て い る の

だが 、 こ の 三者に総じて言えることは、概してホ

ス ト社会との関わ りが希薄になっ てい ることであ

る 。 ホス ト社会と交流 して い く上 で は重要なツ
ー

ル となる日本語能力も高くはない 。 それに も拘 ら

ず、生活全般には高い 満足度を示 して い る 。 こ の

こ とは、日本語な しで も満足 した生活を送る こ と

がで きる現実、 すなわち、強固なエ ス ニ ッ ク ・コ

ミユ ニ テ ィが形成され て い る現実を看取できる。

　 また、かれらはこ の ようにホス ト社会と隔絶 し、

エ ス ニ ッ ク ・コ ミュ ニ テ ィ の 中だけで 自分たちが

生活 して い る こ とに対する問題意識もほとん ど持

っ て い ない 。 親は 、 子どもに対して はホ ス ト社会

との 交流の必要性を認めつ つ も、 自分たちにとっ

ては交流が必須の もの とは考えてい ない 。 また、

教師たちにあっ ては、子 どもたちのホス ト社会 と

の関わ りそのものに つ い て の関心が薄い 。 しか し、

子どもたちは現に家庭と学校を往復するの み の生

活の 中で 、ホス ト社会との 断絶を確実に進行させ

て い る。 こ の点は 、 ブラジル人 と日本人が同じ教

室で学んで い る日本の学校に通う場合と明らかに

異なる 。 また、ブラジ ル 人学校は、教師たちにも、

エ ス ニ ッ ク ・
コ ミュ ニ テ ィ内部に閉 じた労働一生

活の両面を提供するとい う効果を持 っ て い る 。 以

上 の こ とか ら、ブ ラ ジ ル 人学校は、子 どもたちや

教師たちに エ ス ニ ッ ク ・コ ミュ ニ テ ィ内部に閉 じ

た生活を送る こ とを推し進める働きをして い ると

言えよう。 冒頭で指摘 した ように、 日本の学校と

で はな く、 ブラジル人学校同士 の交流を深めて い

る こ とを考え合わせると、 太田 ・大泉地区のブラ

ジル 人学校は、「共生」を実現する橋頭堡としての

学校の 可能1生を減じ、「閉じた場」として ホス ト社

会との セ グリゲーシ ョ ンを徹底させ る こ とになる

だろうと言わざるを得な い 。

　ただ、 ブラジル人学校が存在する状況に、 必ず

しも展望が無いわけではない 。 現段階で も 「補助

的な」性格を残すA 校にあっ て は、親 ・子 ・教師

の い ずれにおい て も、ホ ス ト社会との 断絶を危惧

する向きが 、 他校に 比 べ て 強い 。 こ の こ とは、ポ

ル トガル語やブ ラ ジル文化の保持と、ホス ト社会

との 関係の保持とが、二 律背反ではない とい うこ

とを示 して い る。 こ の こ とから、ブラジル人学校

で の 教育によっ て 、 自文化を残しながら、可能な

部分 で ホ ス ト社会 との 関わ りを持 つ とい う
‘‘

seg 皿 ented 　asSi 皿 皿atbn
”

（Schmid　 2001）と

呼べ るような新たな 「共生 」 の あり方も展望で き

るのではない だ ろうか 。
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